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海洋アライアンス 東北地方太平洋沖地震の震災復興に資する緊急調査支援 

第二次調査隊報告 

 

 

 はじめに 

今回の震災が発生して以来、今から約 1100年前の貞観地震（869年, M>8.3)の津波被害

との比較研究が注目されている。しかし今回の津波に関する堆積物の記録・保存され方に

ついては不明な点が多く、両者の比較を妨げている。例えば今回は、人工構築物由来の瓦

礫が大量に発生し、純粋な海底由来堆積物と見分けることが困難になっていることもその

一つである。 

そこで本調査では、瓦礫の寄与少ない河川を対象に、海成堆積物の遡上範囲確かめると

ともに、建築物にせき止められていない津波の到達限界を調べることとした。調査は目視

観察に加えて試料採集などを行う。調査は大雨が降るまでに実施する必要があるため、5月

上旬に実施することとした。 

また本調査では、被災した漁業関係者を中心にしたインタビュー調査を実施し、沿岸漁

業の復興の在り方を検討した。 

 

 

調査員 

 浦辺徹郎（理学系研究科） 

 松本 良 （理学系研究科） 

 加瀬和俊（社会科学研究所） 

 福島朋彦（海洋アライアンス） 

 

 

調査日程 

 5月４日(休) 東京発 → 亘理町 / （松島 泊） 

 5月５日(休) 南三陸町（志津川・歌津） 気仙沼 / （松島 泊） 

 5月６日(金) 石巻 女川 蒲生干潟 / （仙台 泊) 

 5月７日(土) 岡田、仙台空港周辺 /（勿来 泊） 

 5月８日(日) 勿来海岸、小名浜、五浦、大洗 →東京着 
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 ①気仙沼①気仙沼①気仙沼①気仙沼

②南三陸②南三陸②南三陸②南三陸

④仙台④仙台④仙台④仙台

③石巻、女川③石巻、女川③石巻、女川③石巻、女川

⑤亘理町⑤亘理町⑤亘理町⑤亘理町

⑥小名浜、五浦⑥小名浜、五浦⑥小名浜、五浦⑥小名浜、五浦

⑥大洗⑥大洗⑥大洗⑥大洗

①①①①
②②②②

③③③③

④④④④
⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥

⑦⑦⑦⑦

図１図１図１図１ 調査地点一覧調査地点一覧調査地点一覧調査地点一覧
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5555 月月月月 4444 日日日日    鳥の海鳥の海鳥の海鳥の海    

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    宮城県宮城県宮城県宮城県    亘理町亘理町亘理町亘理町    鳥の海鳥の海鳥の海鳥の海    

       鎧川排水路の潮受け堤防付近（鳥の海西端）を踏査およびコア採集した（図 2）。 

 

被災状況： 土手沿いの道路一部陥落、河口堰の歪曲、民家 1 階部分の破損、ポンプの施

設破損、農地に漂着物の堆積およびマッドクラック形成など（図 2a,b,c,d,e,f) 

 

観察結果：  

堤防脇に広がる農地には海砂が広がり、その上をヘドロ起源の粘土が覆っている。粘土層

の厚さは、畑など凸部分で 2cmほど、水田あるい侵食部の凹部では約 5cmである。粘土層

の厚い部分にはマッドクラックが形成され、その上にザリガニやコイなどの淡水生物、イ

ソガニ、イシガニなどの磯生物、およびコメツキガ二などの干潟生物の死骸が漂着してい

る。また周辺には、大きなリップルマーク上に逆向きの小さなリップルマークが形成され

ている場所もあった。 

 

考  察： 

限定的な観察ではあるが、農地の堆積構造、遺骸分布および二重のリップルマークは次の

基本メカニズムを示唆する。 

○ 押し波は、海底堆積物を含む濁流となって、一部の海洋生物を巻き込みながら堤防を乗

り越えた（このときの水流により大きなリップルマークが形成された）。 

○ 堤防を乗り越えたところで、最初に沈降するのが粒子の粗い海砂である（堤防脇の農地

に広がる海砂がこれに相当する）。 

○ 比重の小さい遺骸や粘土は更に内陸に運ばれるが、引き波に変わると再び農地に戻され

る（小さなリップルマークはこのときに形成されたと考えられる）。 

○ 引き波の水勢が弱まると粘土や遺骸はその場に沈殿する（粘土層が最上部に形成された

のはこのためである）。 

○ 粘土の沈降には時間がかかるため、冠水時間の長い凹部において粘土層が厚くなる。 

○ 淡水生物と海洋生物が同じ場所に漂着しているのは、押し波あるいは引き波により、後

から淡水生物を取り込んだためである。 

  

以上は、基本メカニズムを類推したものである。実際には複数回の津波が襲来し、押し波

と引き波のぶつかり合いの結果として残された痕跡である。 
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図２図２図２図２ ＜＜＜＜亘理町（鳥の海）＞亘理町（鳥の海）＞亘理町（鳥の海）＞亘理町（鳥の海）＞

a 土手陥落

b 河口堰の歪曲
向って左が海側

c 民家の破損 e アメリカザリガニ f マッドクラックの上の
イシガニとイワガニ

d 海砂とマッドクラック状
の粘土
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5555 月月月月 5555 日日日日    南三陸町南三陸町南三陸町南三陸町    

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    南三陸町南三陸町南三陸町南三陸町    志津川志津川志津川志津川湾湾湾湾    折立川河口折立川河口折立川河口折立川河口（図（図（図（図 3333）。）。）。）。    

      戸倉にある折立川河口域を踏査した。 

被災状況： 河口堰(？)が大破、民家は全壊（土台のみ残存）、海岸の大樹破断（図 3b,c) 

所  感：  

○ 民家の土台付近には貝殻交じりの砂が堆積しているが、元々存在していた砂との区別

が困難なため堆積物厚の推定はできなかった。 

○ 竹枯れは海水の到達点を類推する手がかりになりそうである。これを仮定すると、少

なくとも 5ｍの高さまで海水が到達したことになる（図 3a)。 

○ 海岸付近の残存物の屈曲方向から引き波の強さが伺える。 

 

 

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    南三陸町南三陸町南三陸町南三陸町    歌津歌津歌津歌津    伊里前川河口伊里前川河口伊里前川河口伊里前川河口（図４）（図４）（図４）（図４）    

      伊里前川河口の｢ウタちゃんばし｣周辺を踏査した。 

被災状況： ｢ウタちゃんばし｣以外の人工構造物は全壊、 

観察結果： 

  ○ 建設業者による瓦礫撤去が進んでいるため、被災直後の様子は不明である 

  ○ 鉄製の欄干が海側に屈曲していることから引き波の強さが伺える（図 4b)。 

 

 

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    南三陸町南三陸町南三陸町南三陸町    歌津歌津歌津歌津    水産振興センター周辺水産振興センター周辺水産振興センター周辺水産振興センター周辺（図４）（図４）（図４）（図４）    

      水産振興センターおよび漁業協同組合の建屋周辺を踏査した。 

被害状況： 水産振興センターの建物は残存、漁協は骨組みのみ残存 

観察結果：  

  ○ 水産振興センター内部は 2 階も含めて破壊尽くされていること（図 4c)、漁協の屋

上に船舶が乗っていることから（図 4ｄ）、津波の高さは少なくとも 4m はあった。 

  ○ 現在は重機を用いて瓦礫を寄せ集めているところなので（図 4e)、津波直後の状況

は不明である。 
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図３図３図３図３ 南三陸南三陸南三陸南三陸
（旧志津川（旧志津川（旧志津川（旧志津川 戸倉）戸倉）戸倉）戸倉）

＜志津川＞

a 竹枯れ

b 大樹破断

c 河口堰大破

d 民家全壊
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図４図４図４図４ 南三陸南三陸南三陸南三陸
歌津周辺歌津周辺歌津周辺歌津周辺

＜歌津＞

a ｢ウタちゃんはし｣ は健在

b 鉄製の欄干が屈曲
向って左が海側

C   うたつ漁協の建屋
→は船

d 水産振興センター

e 集積された瓦礫
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5555 月月月月 5555 日日日日    気仙沼気仙沼気仙沼気仙沼 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    気仙沼気仙沼気仙沼気仙沼    避難所避難所避難所避難所（図（図（図（図 5555））））    

      気仙沼市内の中学校にある避難所の様子を調査した。 

状  況： 避難所隣に建設された仮設住宅で入居が始まり、調査時はマットなどの生活

物資が配給されていた。 

      自衛隊も常駐し、仮設風呂などが提供されている（図 5d)。 

            避難民は意外にも多弁である（惨状を人に聞かせたい意識が働いているかも

しれない）。 

面談調査：  

○ 避難所のマグロ仲買人から話を聞く 

○ 漁港閉鎖のため、マグロは焼津などの他漁港で水揚げすることになる（使用料の減益）。 

○ マグロ漁の副産物としてサメを漁獲していたが、他のマグロ漁港には加工業者がいな

いため、当面は漁獲しない（副収入の減益）。 

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    気仙沼気仙沼気仙沼気仙沼    漁港漁港漁港漁港（図（図（図（図 5555））））    

            漁港周辺を踏査した。 

被災状況： 漁港付近の建物は大部分破壊されている。 

沖出ししていた大型漁船が無傷で戻っている。一方、防波堤の上に打ち上げ

られた船舶も少なくない（図 5e)。 

所  感： 気仙沼は漁業組合員 26名で、宮城県の中で独立した組合という。事前情報で

は気仙沼の方が石巻よりも復興に意欲的との話を聞いていたが、広大な漁港

周辺に人気がなく、出会うのは他府県から来たボランティアばかりとなると、

復興は容易いものではないとの感想を持った。 

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    気仙沼気仙沼気仙沼気仙沼    大川大川大川大川（気仙沼湾に流入する河川）（気仙沼湾に流入する河川）（気仙沼湾に流入する河川）（気仙沼湾に流入する河川）（図５）（図５）（図５）（図５）    

      気仙沼港に流入する大川を溯り、状況観察とコア採集を行った。 

被災状況： 河口から 2キロ程には小型船舶が漂着している（図 5a)。 

損傷したオイルタンクから漏れたと思われる油が流出・堆積している。 

家庭菜園の行っている市民が土壌被害を訴えていた。 

調査結果： 

○ 河口域から 1.5km付近では数層の油層を含むマッドクラックが形成されていた。 

○ 油層と砂層が幾重にもあるのは押し波・引き並みが繰り返されたことを示唆している。

○ コアサンプルを取得しているので詳細は後日明らかになる。   
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図５図５図５図５ 気仙沼気仙沼気仙沼気仙沼

a 大川の岸にたまった木材

b 大川の中州の船舶

d 避難所の自衛隊風呂

e 漁港に打ち上げられた船舶

c  大川の岸で採取した堆積物
油層と砂層が幾重にもある
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5555 月月月月 6666 日日日日    石巻石巻石巻石巻 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：        石巻港石巻港石巻港石巻港    ((((図図図図 6666、７、７、７、７))))    

            石巻港の荷揚げ埠頭から漁港までを踏査し、関係者の話を聞いた。 

被災状況： 港が広大であるため被災規模も大きい。 

      大日本製紙の倉庫周辺にはおびただしい量のロールペーパーが投げ出されて

いる（紙不足の現状も頷ける）。 

      漁港の倉庫付近では、分別中の水産物が強い悪臭が放っている（図 7a,b)。 

      船着場では地盤沈下があり、海水の溜まりが広がっている（図 7c,d)。 

面談調査：  

分別作業の責任者に状況を聞いた。 

○ 津波による停電で冷蔵庫内の水産物が腐敗した。 

○ 腐敗物の中でも魚は沖合い投棄、ビニールを含む加工品は産廃業者が引き取り、山形県

へ運搬する予定。 

○ 腐敗物の処理は復興に向けて避けられない工程ではあるが、作業者に苛立ちが伺えた。 

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    女川町女川町女川町女川町    町立病院町立病院町立病院町立病院    （図（図（図（図 6666、、、、8888))))        

            高台から被災状況を俯瞰し、面接調査を実施した。 

被災状況： 女川湾の最奥部に位置する女川バイパス沿いの扇状地の集落は、海岸べりか

ら 5ｋｍ奥まで全壊状態。4-5階建てのビルが横転している。高台の町立病院

が残った。 

聞取調査：  

女川町被災者（現在交通整理ボランティア）に津波発生時の様子を聞いた（趣味でサーフ

ィンをするため波に関する感覚的な知見が抱負な男性） 

○津波は繰り返し訪れたが、第一波と第二波が大きかった。 

○高台から眺めていると、津波襲来前に、女川湾の半分が干上がっていた。 

○第一波の時は漂流物が一方向に流れたが、第二波の時は押し波の漂流物と引き波の漂流

物が衝突しあっていた。 

○海岸付近の住民はすぐに避難したが、内陸の住民は対応が遅かった。 

○チリ津波の時はゆっくりとした水位上昇だったため、年配者の中には津波警報が出ても

油断した住民がいた。 

○女川湾の入り口では渦が生じ、漁船の沖出しが妨げられてたようだ。 

○女川湾に入る波は、東から西に向うため、この地域は直撃を受けている。一方、女川原

発は脇道に位置するので、安泰だったのではないか。山一つ隔てた万石浦が全く影響がな

かったことも、流れの向きと関係しているのではないか？ 
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調調調調    査査査査    地：地：地：地：    女川市役所女川市役所女川市役所女川市役所    （図（図（図（図 6666, 8, 8, 8, 8))))            

            仮庁舎を訪問し、町長を面談した。 

被災状況： 市役所庁舎が破壊されたため、小学校が臨時市役所となっている。小学校の

体育館は避難所にもなっているため、学校は再会できる状況にない。 

聞取調査：  

○ 女川町長（安住宣孝氏）に面談した。以下が要旨 

○ 女川町： 人口 10010人 / 生存者 8971人 / 避難民 1786人 /  不明者 692人 /  

   収容遺体 461体 （うち身元確認 370名）/ 建築物の 7割が流出した（5月 6日現在）    

○ 地盤沈下は 1.2ｍ。町の復興に向けて護岸レベルを設定する必要があるので、国に基準

を求めたい。 

○ 復興に向けての考え方： 津波を完全に防ぐことはできないが、海との関わりを断つこ

ともできない。町として考えうるのは災害ゼロではなく、”減災”である（例えば、低地

は商業ゾーンに、高台を住宅ゾーンにするなど）。このような考えに納得できない町民が

去っていくのも致し方ない。 

○ 被災者支援： 住居と職を失った状態では復興への意欲が沸かない。国による被災者支

援法の 300万円を含めて、早急に住居の整備に取り組みたい。 

○ 原発： 誰もがリスクを承知している。リスクと必要性の合理的な妥協点を選択した結

果である。今後、妥協のポイントが変わる可能性あるかもしれない。 

○ 瓦礫撤去： 瓦礫が膨大な量であり、人手も重機も不足しているが、ここで分別をして

おかないと、将来の処理コストに反映されてしまう。したがって今から分別している。 
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図６図６図６図６ 石巻、女川石巻、女川石巻、女川石巻、女川

＜万石浦＞

＜女川＞＜石巻＞

b  万石浦では被災がみられない

a    広い範囲で被災がみられる

c   扇状地全体が壊滅的に被災
山を隔てた万石浦と対照的
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図７図７図７図７ 石巻漁港石巻漁港石巻漁港石巻漁港

a 腐敗した水産物を片付ける様子（１）
魚類は沖合い投棄へ

b 腐敗した水産物を片付ける様子（2）
ビニールが含まれるものは産廃業者へ

c 岸壁付近の地盤沈下が激しい（１）

d 岸壁付近の地盤沈下が激しい（２）
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 図８図８図８図８ 女川女川女川女川

b 高台からみた町の惨状 c 高台からみた漁港の惨状

a 船着場が崩落（下）
地震で止まった時計（上）
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5555 月月月月 7777 日日日日    蒲生干潟と仙台空港蒲生干潟と仙台空港蒲生干潟と仙台空港蒲生干潟と仙台空港 

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    宮城県宮城県宮城県宮城県    蒲生干潟蒲生干潟蒲生干潟蒲生干潟    ((((河口域）河口域）河口域）河口域）    （図９（図９（図９（図９    c, dc, dc, dc, d））））    

被災状況： 堤防の一部は基部の砂が流出、堤防の内側に広がる住宅群は土台以外はすべ

て流出、  

観察結果： 

 ○ 津波由来と思われる砂が認められるが、元の砂と成分が同じなので区別ができない。 

  ○ 干潟域の生物が極めて少ない。カニや多毛類の巣穴が見られない。転石を繰り返し掘

り起こしたところ、イソガニを 1尾見つけることができた。 

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    宮城県宮城県宮城県宮城県    蒲生蒲生蒲生蒲生    / / / / 岡田境界岡田境界岡田境界岡田境界    ((((図９図９図９図９    a, ba, ba, ba, b））））    

被災状況： 国道 10号線の周りに広がる水田は漂流物に覆われている。道路を隔てて東側

には車、物置などの重量物が、西側は松葉やビニールなどがある。西側には

比較的厚い粘土層からなるマッドクッラックが形成されている。このことか

ら東あるいは南東から西あるいは北西に向う流れを示唆している。 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    宮城県宮城県宮城県宮城県    仙台空港周辺仙台空港周辺仙台空港周辺仙台空港周辺（インターチェンジ周辺（インターチェンジ周辺（インターチェンジ周辺（インターチェンジ周辺    とととと    岩沼海浜緑地岩沼海浜緑地岩沼海浜緑地岩沼海浜緑地））））    （図１０）（図１０）（図１０）（図１０）    

被災状況： 地理学会の公表によればインターチェンジ周辺が津波侵入の限界域である。

それでも藁などの軽量漂流物が流れ着いている。 

      岩沼海浜緑地では施設の破損が認められた。 
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図９図９図９図９ 仙台地区仙台地区仙台地区仙台地区
蒲生干潟蒲生干潟蒲生干潟蒲生干潟 / 岡田岡田岡田岡田

a 岡田地区の道路脇の水田と
思われる場所に堆積した藁、
松そして車

b 岡田地区の道路脇の水田と
思われる場所で形成された
海底ヘドロ起因のマッドクラック

c 蒲生干潟の堆積物。津波の
影響が認められる。

d 蒲生干潟
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図１０図１０図１０図１０ 仙台地区仙台地区仙台地区仙台地区
高速高速高速高速道路仙台空港道路仙台空港道路仙台空港道路仙台空港
インターチェンジ付近インターチェンジ付近インターチェンジ付近インターチェンジ付近
および岩沼海浜緑地および岩沼海浜緑地および岩沼海浜緑地および岩沼海浜緑地

C 岩沼海浜緑地

b 松葉のような軽いものは遠くまで
到達している

a 仙台空港のインターチェンジにある
用水路（ 津波到達限界域に相当する

ｄ 岩沼海浜緑地
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5555 月月月月 8888 日日日日    小名浜・勿来・五浦・大洗小名浜・勿来・五浦・大洗小名浜・勿来・五浦・大洗小名浜・勿来・五浦・大洗 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    福島県福島県福島県福島県    小名浜小名浜小名浜小名浜    （図１１，１２）（図１１，１２）（図１１，１２）（図１１，１２）    

      小名浜漁港の周辺を踏査および地元民の面談調査 

被災状況： 宮城県と比べて津波による破壊は軽微である。港のすぐ裏にある老朽家屋が

破壊されていない（図 12a) 。２軒先の土産物屋によれば約 2ｍの浸水があっ

たのととである。漁協の時計も止まっていない。 

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    福島県福島県福島県福島県    勿来勿来勿来勿来（町中）（町中）（町中）（町中）    

被災状況： 天ぷら、刺身、焼肉を扱う総合的和食レストランでも、風評被害により、刺

身は仕入れられないとのことだった。 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    福島県福島県福島県福島県    勿来（海岸沿い）勿来（海岸沿い）勿来（海岸沿い）勿来（海岸沿い）    ((((図１１図１１図１１図１１，１３），１３），１３），１３）    

      防波堤周辺の踏査および被害を受けた家々の面談調査 

      海岸では防波堤の背後にある舗装道路のコンクリートがめくれ上がっている。

周囲の民家では 1 階が浸水したり、物置が飛ばされたりの被害があった。但

し、死者・行方不明者はないとのこと。       

聞取調査： 防波堤から 10ｍもない場所の民家の住民に話を聞くと、3月 11日よりも 4月

11 日の余震の方が大きな被害をもたらした。また津波よりもむしろ地震に恐

怖心を抱いているようである。 

 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    茨城県茨城県茨城県茨城県    五浦五浦五浦五浦((((図１１，１３）図１１，１３）図１１，１３）図１１，１３）    

      海岸部の踏査を行った。 

被災状況： 崖の上のホテルの窓が壊れて営業中止状態。崖の下の磯場にはタマキビ、イ

シダタミガイなどの普通種がみられる。しかしイソガニやフナムシなどの移

動性の甲殻類は転石の下も含めて見当たらなかった。 

 

調調調調    査査査査    地：地：地：地：    茨城県茨城県茨城県茨城県    大洗大洗大洗大洗    

      漁港周辺の踏査および面談調査 

被災状況： 地震や津波の影響が目立たないが、この 2 ヶ月で一応の片づけが済んだため

である。みやげ物店には 1.6ｍまで水位が高まったことが記されている。海産

物直売場が活気がないのは、大洗港で水揚げしていないためとのことだった

（風評被害により大洗の水産物は売れない、そうだ）。 

 



19 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２図１２図１２図１２ 小名浜港小名浜港小名浜港小名浜港

a 船着場のすぐ裏にある老朽家屋
破壊されていない

b 座礁した船を吊り上げて修理する様
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＜小名浜＞

＜五浦＞

＜大洗＞

図１１図１１図１１図１１ 小名浜、勿来、小名浜、勿来、小名浜、勿来、小名浜、勿来、
五浦、大洗五浦、大洗五浦、大洗五浦、大洗

＜勿来＞
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図１３図１３図１３図１３ 勿来勿来勿来勿来/五浦海岸五浦海岸五浦海岸五浦海岸

b 勿来海岸： 津波により舗装道路が
はがされている。右は防波堤

c 五浦海岸でみられらた生痕化石 d  五浦海岸でみられらたシロウリガイ

a 勿来海岸： 被災家屋も多いが破壊
はされていない
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（ 調査結果のまとめ ） 

 

 その１ 津波による堆積物の生成 

 

・豪雨時に発生する土石流（山津波）や洪水堆積物に比して、津波堆積物は非常に厚みが

薄く、最大 10cm 程であった。津波によって浸食された海岸堆積物の断面を見ても、粗

粒堆積物のほとんどが河川礫よりなり、肉眼的に津波堆積物と判定されるものは見られ

ない。 

・いわゆる瓦礫は津波に浮遊する形で運ばれたもので、津波の海水部分に懸濁して運ばれ

るのは､細砂およびそれを覆う厚さ 1-2cm の泥質堆積物のみである。後者はいわゆるヘ

ドロで、水分を含む際は泥濘を形成するが、乾燥に伴い、特徴的にmud crack（6角形

のひび割れ）を示す。 

・細砂は､津波の襲来経路にそって分布していた、海砂、陸上の砂州の砂等を起源としてい

る。非常に淘汰がよいのが特徴で、海棲貝化石を含むものと含まないものがある。 

・泥質堆積物は港湾中のヘドロ堆積物、後背湿地(back marsh)の有機物に富む堆積物、お

よび、津波の襲来経路に分布していた田畑の土壌を起源とするものらしい。これは、津

波がしばらく停滞していた際に、泥水から沈殿したものである。 

・瓦礫を除いて考えると、津波堆積物として保存されるのは、上記の薄い細砂のみと考え

られる。 

・歴史時代の津波堆積物を特徴付ける証拠としては、後背湿地に､下から上に、海棲微化石

を含む細砂、細粒堆積物、植物遺骸のパッケージがあげられる。しかし、それ以外の場

所では細粒堆積物や植物遺骸は直ちに消失してしまうため、認識が極めて難しい。 

・さらに、津波堆積物を認識するためには、広域に比較することにより、砂質堆積物の厚

さの変化などを調べる必要がある。 

・津波の襲来により、堤防の背後、建物の背後などに集中した浸食ピットが見られる。さ

らに、津波の浮遊物中に稲の切り株が大量に見られることから、田の土壌が数 cm の深

さで浸食されることが一般的であることが分かった。 

・津波の先端部は、先端から津波フロント、堆積物フロント、浮遊物フロント、および､瓦

礫フロントに分かれる。瓦礫は津波が堰き止められた所に集中し、その背後には浮遊し

ない重量物や、一部の瓦礫を残す。 

・瓦礫の見られない所では､上記の津波堆積物のパッケージが見られ、細砂の厚さが海側に

向かって 10cm 程度まで増加する傾向を示す。しかし、この厚さは局所的な地形の凹凸

に大きく左右される。 

・今回の調査で、田地や低地のみならず、河川の河岸や傾斜地においても同様の津波堆積

物が見られることが分かった。これまでの津波堆積物の調査は、それが保存されやすい

とされていた田地や低地に限定されていたため、岩手県三陸地域に歴史津波があったか
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どうか不明であった。しかし傾斜地のポケット状凹み等に見られる土壌の粒度分析を行

う事により、時間軸は入らないものの、過去の最大津波遡上限界については知ることが

できる可能性がある。 

・津波の侵入域においては、堆積より浸食がより一般的になるので、津波堆積物の分布は

限定的となり、その認定は困難になる。 

・津波による破壊は、土石流と異なり、土砂を含んだ密度流によるものではなく、海水そ

のものの動きによって引き起こされている。しかも、地形その他の影響により、「押し波」

による破壊と、「引き波」による破壊が､同一地点でも見られることがある。 

・破壊力の原因は、津波の波高と流速に起因すると考えられるが、あまりにもその大きさ

が多様であり、今後個々のケースについてシミュレーションを実施する必要がある。 

 

 

その２．沿岸漁業の復興に関する調査 

 

 今回の調査では､北から気仙沼、南三陸町（志津川湾、歌津湾）、女川町、石巻市、松島

町、仙台市塩釜､福島県いわき市（小名浜港）、茨城県大洗港等の魚市場および漁港を中心

に訪問し、聞き取り調査を行った。特に女川町では安住宣孝町長に面会し､復興に対する課

題について尋ねた。 

 海洋基本法は「総合沿岸域管理」の考え方を取り入れて、第 25条に「自然的社会的条件

から見て一体的に施策が講ぜられることが相当と認められる沿岸の海域および陸域につい

て、その諸活動に対する規制その他の措置が総合的に講じられることにより適切に管理さ

れるよう必要な措置を講じるものとする。」と規定している。さらに、第 9条に「地方公共

団体は、基本理念にのっとり、海洋に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、その地方

公共団体の区域の自然的社会的条件に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。」

としている。しかし、寺島(海洋白書 2011；第 1 章)が指摘するように、現在の市町村区域

には海域がほとんど含まれておらず、沿岸、特にその海域の管理については、国が中心に

なって行われていて、市町村の関与は極めて限られている。 

 昨年度、海洋基本法フォローアップ研究会や経団連等の団体から「海洋立国」をキーワ

ードに、新成長戦略の中に海洋の開発と利用を促進すべきとの提言がなされた。しかし今

回の災害はそれらの提言の前提を根本から覆したといってよく、被災地が抱える新たな状

況を考慮したきめ細かな提言が必要となっている。 

 今回の被災地、岩手県には「いわて三陸海洋産業振興指針」（平成 21年 12月）が制定さ

れていた。岩手県の沿岸地域においては、人口減少や高齢化、雇用情勢の低迷などが顕在

化していたが、三陸の恵み豊かな「海」を守り、はぐくんでいく観点に立ち、水産、港湾・

物流、観光などの海洋産業の振興を一層強化するというものであった。つまり、この地域

の「富」の多くは海からもたらされると認識されており、海洋産業を基幹産業として位置
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づけている。 

 この基幹産業を支える重要港湾として宮城県、福島県も含め８港（久慈、宮古、釜石、

大船渡、石巻、仙台塩釜、相馬、小名浜）があるが、いずれの施設も深刻な打撃を受けて

いる。今回、その内の数カ所と、沿岸漁業の拠点となっている小規模な漁港を合わせて訪

問した。 

 上にも述べたように、この地域の基幹産業は､沖合、沿岸を含めて漁業であり、海からの

富をいかにスムースに陸にもたらすかが、復興の鍵を握っている。それを模式的に述べる

と、生態系・漁場の回復、漁船・漁具・養殖施設の修理と回復、港湾及び魚市場の施設と

機能の回復、流通メカニズムの再構築、周辺水産加工産業の復興などの複合的な経済流通

システムが､何らかの形で機能し始まることが必要となる。 

 しかし、地域地域により、このような流れを阻害する要因が山積していることが認めら

れた。特に、施設の破壊のみならず、港湾地域の地盤沈下による岸壁の機能喪失、魚市場

の機能の喪失、福島県・茨城県などにみられる風評被害による漁業操業の中断などさまざ

まな要因が判明した。 

 

 

 結語 

 将来の防災、これからの復興を考えるうえで津波の影響範囲を特定することの重要性は

論を俟たない。また将来予測を行うためにも、過去の事実を紐解いて、比較検証すること

が肝要である。現在、地理学会あるいは生産技術研究所などで津波による海水侵入域が公

開されている。しかし、堆積物が運ばれた範囲は海水の到達域と同義ではないことから、

過去の津波、例えば貞観地震の影響域との比較には、海砂の堆積域を比較する必要がある。 

 今回の調査は予備調査の意味合いが強く、必ずしも詳細な結果が得られた訳ではない。

しなしながら前述のとおり、津波堆積物の状況把握を目的とした独自性を持っている。今

後、今回の調査概要を基にして計画的な試料採集、特に海域で保存されている堆積環境を

明らかにすることが大切である。 

 



(C) 津波の先端

(D) 冠水の終了

(Ｂ) 津波の襲来

(Ａ) 津波以前

堤防 防風・防潮林 田畑
（稲の切り株）

家屋

津波堆積物の起源と模式断面　（2011 東北地方太平洋沖地震津波）
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浦辺徹郎・松本　良・福島朋彦）

瓦礫フロント 浮遊物フロント
堆積物
フロント 津波

フロント

ヘドロ

細砂
(1-10cm)

( 重油の漏れ出た気仙沼では、細砂
  中に黒色の油層が数条見られる。）

砂浜

海底・海浜
の浸食

堤防背後
の浸食

稲の切り株、
土壌の浸食


